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特集

災害と地域保健
科学的危機管理の視点から
自然災害に関する制度上の変化
受援自治体の保健師に求められるもの　金谷泰宏，奥田博子
災害時において保健師に期待されるもの
今まで果たしてきた役割，新たに果たす役割　松本珠実
どのような健康危機においても地域保健を守る組織的対応を
目指して　健康危機管理システム導入の試み　古屋好美
保健師対象災害研修において役立つ手法と危機管理部署との
連携の視点　池内淳子
受援体制構築に向けた大分県西部保健所の取り組み　 
池邉淑子
船橋市保健所における危機管理調整システムの導入　 
市田美保，松野朝之

PHOTO
地域における認知症の家族介護者向け認知行動療法 
プログラムの取り組み　田島美幸

連載
ナカイタ発 保健師へのつぶやき　中板育美
ニュースウォーク　白井正夫
見たい統計 自在に分析 ! 保健医療福祉計画データウェアハウス　
岡本悦司
地域・職域の健康課題の見える化と効果的な保健事業　 
佐藤果苗

●この特集に先立ち 6月に行わ
れた東京都医学総合研究所の夏の
セミナーを聴講しました。会場は
全国から研修に訪れた保健師の皆
さんの熱気に溢れ，その姿と講演
内容を重ねて見ると，難病保健活
動への意欲を持ちつつも，実際の
取り組みには難しさを感じている
現場の苦悩を感じました。このセ
ミナーで講演された新潟市や名古
屋市の取り組みは，そんな現場の
悩みから具体的な活動を促すため
の方法として，本誌でもぜひご紹
介したく，ご執筆いただきまし
た。本特集が難病保健活動を進め
る一助となれば幸いです。�（小林）

●今月の巻頭のPHOTOでは「こ
がねはら子ども食堂」をご紹介し
ました。子ども食堂はここ数年で
瞬く間に増加し，今では2000軒
を超えているそうです。最近では
「おうち食堂」という訪問支援の
形もあるようで，こうした取り組
みはますます広がりを見せていま
す。●子ども食堂には，行政の支
援につなぐ必要がある子どもがい
ることもあるそうです。子ども食
堂とうまく連携できると，支援の
幅を広げる1つの手段となるのか
も知れません。� （長原）
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